
関
西
か
ら
未
来
へ
　

医
学
部
教
育
の
今
を
知
る

サンケイリビング新聞社が発行するリビング
新聞（豊中・吹田・箕面、高槻・茨木、尼崎・伊丹、
西宮・宝塚・芦屋、神戸）2026年2月号に掲
載された記事を再編集、一部内容を追加した
ものです（情報は2026年1月現在）。

駿台梅田校
医学部専門校舎の
魅力とは

大阪大学

神戸大学

大阪公立大学

京都府立医科大学

大阪医科薬科大学

関西医科大学

近畿大学

兵庫医科大学

各大学に進学した卒業生と
専任講師のリアルボイスも紹介
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P8-9

P10-11

P12
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P14

P15
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医学部インタビュー
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勉強の合間のリフレッシュに利用できる、開放的なスペース。
友人と教え合ったりおしゃべりしたり、食事をとったりする
のはここで。もちろん自習に使うのもOKです。

授業は少人数制のクラスで。電子黒板を使って効率よく、動画なども活用
した講義が行われ、演習で定着を図ります。欠席者には、後日授業の動画が
配信されます。

1人ずつ区切られたブース型
の自習室は自分専用。席を確
保する必要はありません。
室内には専用のロッカーも
あるので、重い本などの勉
強道具を置いておくことが
できます。

※コースによりオプション

プライベートティーチャー（駿台
OB・OGの大学生）による１対１の
指導も。担当するのは同性の学生
で、適正・相性をみてマッチング。
身近な先輩として経験を生かした
アドバイスも可能です。

※コースによりオプション
一般の教室を開放した、誰でも使える自習室。

─指導力×充実の環境

駿台梅田校 医学部専門校舎の魅力とは
　駿台梅田校医学部専門校舎
は、関西地区初の医学部専門校
舎として誕生し、昨年3周年を
迎えました。医師を志す高卒生、
高校生を対象に質の高い教育
と環境を提供し、2026年から
は、中学3年生対象クラスも新
設されます。

開放自習室

リラク
スペース

阪急・阪神「大阪梅田駅」、大阪メトロ
「梅田駅」、JR「大阪駅」からすぐの便
利な立地。OSビル（大阪市北区小松
原町3-3）の9階が受付フロアです。雨
の日も、地下通路を利用すれば快適。

最新情報を
Instagramで
発信中

Access

2026 注目ポイントNEW
!

 
　「中学生向けも開講してほしい」という声に応えて、中
高一貫校の中学3年生を対象にしたクラスが、いよいよ
4月からスタートします。先取り学習に対応し、スムー
ズに高いレベルにステップアップするため、早い段階か
ら正しい学習方法を身に付けるのがねらい。授業は学校
のない日曜日が中心です。英語は、四天王寺中学校・高
等学校（大阪市）で医志コースを立ち上げた大向雅士さ
んが担当します。

 
　高卒クラスの多くではPTによる個別指導がセットに
なっていますが、高校生クラスでもオプションとして利
用可能。26年度からは、駿台の指導を良く知るOB・
OGの中でも、医学生に限定した個別指導が受けられる
ようになります。

 
　PTによる個別指導のほか、駿台梅田校専任講師によ
る個別指導も、オプションとして設定されています。26
年度から、専任講師による少人数指導がついた高卒ク
ラス・プレミアムコースに、専任講師の個別指導がつい
た、さらに手厚いコースが設定されました。

【高校生クラス（現役フロンティア）】
・総合コース（プレミアム）／英語、数学、化学、物理または生物
・半総合コース（スタンダード）／2科目を選択
・単科コース（シングル）／希望科目を選択

【高卒クラス】＜一例＞
・プレミアムαコース／通常時間割（英語、数学、化学、物理また
は生物）＋専任講師少人数指導・演習授業＋専任講師個別指導
＋面談＋季節講習
・プレミアムコース／通常時間割（英語、数学、化学、物理また
は生物）＋専任講師少人数指導・演習授業＋面談＋季節講習
・個別指導（集中講義型）コース／通常時間割（英語、数学、化学、
物理または生物）＋PTの個別指導（授業形式）＋季節講習

【中３クラス】
・総合コース／英語、数学、化学
・単科コース／希望科目を選択

9F

14F専用自習室
B1F・8F・14F

中高一貫校 中３クラス開講

専任講師によるプロフェッショナル個別指導

医学生限定のプライベートティーチャー（PT）

個別指導
ブース
10F

教室
（電子黒板付き）

14F・16F
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世
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問
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気
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先
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し
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受
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世
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掲
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大阪大学
江戸時代後期に、蘭学者・医師である緒方洪庵が開いた「適塾」
を源流とする大阪大学医学部。医学科のほかに保健学科を備えるInte
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求
め
る
の
は
誰
と
も
違
う〝
と
が
っ
た
人
〟

─
研
究
力
を
培
う
各
種
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 　

入
試
で
も
、学
校
推
薦
型
選
抜
で
は
、

学
力
試
験
中
心
の
一
般
選
抜
と
は
異
な

る
観
点
か
ら
、
挑
戦
す
る
姿
勢
や
既
存

の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
資
質
を
評
価
す

る
仕
組
み
が
継
続
的
に
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

究
室
に
自
由
に
参
加
が
可
能
。
さ
ら
に

通
常
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
て
研
究

を
進
め
る
「
Ｍ
Ｄ
研
究
者
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
も
用
意
さ
れ
、
早
期
か
ら
の
活

躍
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。「
学
会
発
表
や

留
学
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
す
る
と
、
初

期
研
修
を
経
て
大
学
院
に
進
学
す
る
と

き
に
試
験
が
免
除
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
」

限
を
決
め
ず
、
さ
ら
に
上
に
と
が
ら
せ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
生
生
活
で
も

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
こ
な
し
て
満
足
す
る

の
で
は
な
く
、他
の
人
と
は
違
う
こ
と
、

誰
も
し
て
い
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い
で
す
」

　

研
究
者
に
導
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一

つ
と
し
て
、
１
年
生
で
は
「
基
礎
医
学

体
験
実
習
」
で
研
究
に
触
れ
る
機
会
が

あ
り
ま
す
。
３
年
生
で
は
、
他
大
学
に

先
駆
け
て
導
入
さ
れ
た
伝
統
あ
る
科
目

「
基
礎
医
学
講
座
配
属
」が
。３
カ
月
間
、

じ
っ
く
り
と
基
礎
医
学
研
究
に
専
念
し

ま
す
。

　

ま
た
、
早
期
か
ら
研
究
を
志
す
人
は

「
学
生
研
究
員
コ
ー
ス
」
と
し
て
、
研

　
「
大
阪
大
学
医
学
部
医
学
科
が
求
め

る
の
は
、
一
言
で
言
え
ば
〝
と
が
っ
た

人
〟
で
す
」
と
石
井
さ
ん
。

「
医
学
部
は
、
医
療
を
支
え
る
人
材
を

養
成
す
る
場
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
本
学
は
特
に
、
将
来
の
医
療
を

作
っ
て
い
く
医
学
研
究
者
を
育
成
す
る

場
で
あ
り
た
い
。
研
究
医
の
減
少
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
世
界
の
医
学
を

牽
引
す
る
よ
う
な
気
概
の
あ
る
人
、
今

は
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
病
気
を
解
明

し
た
い
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新
し
い
治
療
法
を
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つ
け
た

い
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い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
た

人
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
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近
年
の
医
学
教
育
は
、
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準
が
上
が

り
質
が
担
保
さ
れ
る
一
方
で
、
均
一
化

す
る
傾
向
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。「
上

専
門
教
育
と
共
通
教
育
の
交
差
で
学
習
を
深
化

ル
賞
を
受
賞
し
た
坂
口
志
文
特
任
教
授

が
所
属
す
る
、
免
疫
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。「
免
疫

学
・
感
染
症
学
は
、
欧
米
型
の
天
然
痘

ワ
ク
チ
ン
を
日
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に
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め
た
緒
方
洪
庵

か
ら
の
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統
で
す
。
ほ
か
に
も
、
再
生

医
学
、
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ノ
ム
技
術
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め
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野
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プ
レ
ベ
ル
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研
究
者
が
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ま
す
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受
験
勉
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で
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井
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究
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が
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す
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勢
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後
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の
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で
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て
く
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う
」

り
、
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外
留
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に
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援
し
て
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間
は
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ち
ま
ち
で

す
が
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３
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究
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５
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が
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究
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点
の
一
つ
に
、
昨
年
ノ
ー
ベ

　

石
井
さ
ん
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は
、
入
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２
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間
は
一
般
教
養
中
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で
、
専
門
科

目
を
学
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こ
と
は
な
か
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た
そ
う
で

す
。「
現
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は
、
早
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段
階
か
ら
医
療
現

場
に
触
れ
る
〝
ア
ー
リ
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ー
〟
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、
本
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で

も
1
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か
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床
体
験
実
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て
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ま
す
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で
、
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医
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し
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で
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な
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が
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ら
れ
る
の
で
は
と
思
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ま
す
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２
年
生
か
ら
医
学
英
語
の
授
業
が
あ

アドミッションポリシー
医学部医学科

①�高度な倫理観に裏付けられた豊かな
人間性を持ち、組織においてリーダー
シップを発揮できる者
②�医学科の教育課程を履修するに必要
な高度な学力、知性および語学力を
有する者
③�医学の進歩に貢献するとの強い信念
を持ち、それを実現する行動力を有
する者
④��多様な価値観を受け入れる柔軟性と
知への探究心、自由で豊かな発想力
を持ち、創造性を発揮できる者
⑤��社会における自らの役割を理解し、
協調性と責任感をもってそれに貢献
する意欲のある者

－駿台梅田校の授業はいかがでしたか？
緒方　高２・高３の2年間、英語を受講していました。
扱う長文は難度が高く、その中に受験で重要な文法が
多く含まれていました。記述式の問題でも、単なる和訳
ではなく、文章の意図をくみ取った訳し方を教えても
らったのが役立ちました。
北川　典型的な題材に加え、医系長文もよく扱うので、
医学部志望の生徒も好奇心がそそられるようです。少人
数制なので、毎週添削を行い、英作文も一人一人細か
く具体的に指導しています。

緒方　授業以外に個人で解いた大学の過去問も、丁寧
なコメント付きで添削してもらえて、とても心強かった
です。長文では、重要単語を整理し、例文とともに覚え
方まで指導してくれたので、読解だけでなく英作文にも
そのまま生かせました。
－学習面以外のサポートもありましたか？
緒方　面接の練習をしたときは、発言内容をメモして、
それに対するアドバイスをいただきました。北川先生に
は、模試の成績を見て改善点を教えてもらいましたし、
受験前日には電話で気合を入れてくださいました。
北川　最後に激励したくて連絡したのですが、彼は超
然としていて、大丈夫だなと思いましたね。
－大阪大学の魅力を教えてください。

緒方　まず、総合大学であるため、医学部以外の学生
とも交流できる点が挙げられます。医学部に関しては、
充実した研究施設や研究内容を紹介してくれる講義が
1年の前期にあり、研究室見学の機会もあります。臨床
だけでなく研究の道もあることを知って、自分がどの分
野に興味を持てるのかを探れるのが魅力です。
－後輩へのメッセージをお願いします。
緒方　大阪大学の入試問題は確かにレベルが高いです
が、特別な才能が必要というわけではありません。正し
い努力を積み重ねることが重要で、諦めずにしっかり勉
強を続ければ、必ず実を結ぶと思います。

大
阪
大
学

医
学
部
医
学
科
　
１
年
生

緒
方
海
斗
さ
ん（
清
風
南
海
高
等
学
校
出
身
）

駿
台
梅
田
校
医
学
部
専
門
校
舎

専
任
講
師（
英
語
）

北
川
健
太
郎
さ
ん

大阪大学
医学部長・医学系研究科長

石井優さん

45

【英語】
重厚な短文の精密な解釈から、長文の全体像の把握まで、出題のバリエーションが
非常に豊富。英作文も和文英訳と自由英作文の両方が出題され、総合的な力が評価
されます。日頃から幅広い題材に接して本質的な英語力を養うことが大切です。

【数学】
1題あたり約30分と時間はある分、質・量ともに難易度が高く、多くの受験生が何十
年分もの過去問を解いて臨みます。計算量が多いのが特徴で、突飛な発想よりも、
標準的な内容をどこまで自在に使いこなせるかが勝負。

【化学】
教科書では出会わない物質や反応も扱われ、問題を丁寧に読みとって理解する高度
な思考力が問われます。論述問題もあるため、理解した内容を自分の言葉で的確に
表現する力も必要に。知識量にとどまらない力が求められます。

旧帝国大学の一つで、受験者のレベルが非常に高く、偏差値70以上の競争に。
バランスのとれた総合的な高い学力が必要です。

　大阪大学に通う駿台梅田校卒業生の緒方
海斗さんと専任講師の北川健太郎さんが、同
校舎の学びを話してくれました。

専任講師に聞く　入試傾向と対策



基
礎
研
究
か
ら
社
会
実
装
ま
で

創
造
的
発
想
を
豊
か
に
伸
ば
す

　
医
学
の
研
究
成
果
を
広
く
社
会
に
生
か
す
こ
と
を
目
標
と
す
る
神
戸
大
学
医
学
部
で
は
、
神

戸
市
と
と
も
に「
神
戸
未
来
医
療
構
想
」に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。楠
キ
ャ
ン
パ
ス（
神
戸
市
中

央
区
楠
町
）で
、医
学
部
長
の
村
上
卓
道
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

神戸大学
医学科、保健学科、医療創成工学科からなる神戸大学医学部。
ポートアイランドには、神戸大学医学部附属病院国際がん医療・
研究センターなどの関連施設が多数

Inte
rvie
w

医
療
人
に
不
可
欠
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

─
早
期
か
ら
研
究
に
参
加
で
き
る
仕
組
み ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
」
の
授
業
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

の
臨
床
研
修
と
並
行
し
て
大
学
院
で
学

ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
設
置
さ
れ
、
早
期
か

ら
の
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

人
間
性
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
み
る

入
試
の
面
接
に
お
い
て
、
総
合
型
選
抜

で
は
特
に
研
究
医
の
適
性
を
重
視
し
、

学
校
推
薦
型
選
抜
（
地
域
特
別
枠
）
で

は
地
域
医
療
へ
の
志
や
将
来
設
計
を
評

価
。
６
年
間
を
通
し
て
地
域
医
療
を
学

ぶ
課
程
が
あ
り
、兵
庫
県
と
協
働
し
て
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
医
師
の
育
成
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

な
視
点
を
持
ち
、
海
外
で
研
究
し
た
り

現
地
に
貢
献
し
た
り
す
る
こ
と
も
望
ま

れ
ま
す
」。
そ
の
た
め
、
１
年
生
で
「
コ

　
「
医
学
の
進
歩
に
は
、
基
礎
研
究
と

臨
床
研
究
、
両
者
の
橋
渡
し
と
な
る
研

究
も
必
要
で
す
が
、
中
で
も
基
礎
医
学

研
究
医
の
養
成
は
急
務
と
考
え
ま
す
」

　

神
戸
大
学
の
医
学
科
で
は
、
１
年
生

の
「
新
医
学
研
究
コ
ー
ス
」
で
基
礎
医

学
に
触
れ
、
２
年
生
の
「
基
礎
配
属
実

習
」で
は
４
週
間
の
研
究
活
動
に
参
加
、

３
年
生
以
降
も
希
望
に
応
じ
て
研
究
を

継
続
で
き
ま
す
。
５
年
生
か
ら
大
学
院

に
進
ん
で
、
博
士
号
取
得
後
に
学
部
に

復
学
し
、
医
師
国
家
試
験
を
目
指
す
Ｍ

Ｄ
‐
Ｐ
ｈ
Ｄ
コ
ー
ス
や
、
学
部
卒
業
後

　
「
医
学
部
の
学
生
に
は
、
高
い
学
習

意
欲
や
探
究
心
と
、
人
に
尽
く
す
・
思

い
や
る
気
持
ち
を
求
め
ま
す
」
と
村
上

さ
ん
。「
入
学
後
は
覚
え
る
べ
き
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
な
ぜ
こ
う
な
る
の
か

と
創
造
的
な
発
想
で
課
題
を
解
決
す
る

〝
研
究
マ
イ
ン
ド
〟
を
大
事
に
し
て
ほ

し
い
で
す
」

　

そ
の
上
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
重
視
。「
各
分
野
の
学
問
が
進
化
し

た
今
、
高
度
な
医
療
で
は
複
数
の
専
門

家
に
よ
る
〝
集
学
的
医
療
〟〝
チ
ー
ム

医
療
〟
が
一
般
的
に
。
他
科
の
医
師
と

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
看
護
師
・
技

師
と
の
連
携
が
で
き
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
患
者
さ
ん
に
も
、
病
気
の
理
解

を
促
し
不
安
を
和
ら
げ
る
対
話
〝
ム
ン

ト
テ
ラ
ピ
ー
〟
が
大
切
で
す
。
国
際
的

企
業
と
共
に
医
療
機
器
の
研
究
開
発
に
取
り
組
む
拠
点
も手

術
室
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
整
備
し
、
遠
隔
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
の
実
用
化
も
進
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
か
。

　

大
学
院
は
、
26
年
度
に
医
学
研
究
科

と
保
健
学
研
究
科
が
統
合
。
例
え
ば
医

療
創
成
工
学
領
域
で
も
、
公
衆
衛
生
を

扱
う
未
来
社
会
医
学
領
域
や
看
護
学
・

作
業
療
法
学
等
の
健
康
科
学
領
域
を
横

断
的
に
学
ぶ
こ
と
で
、
新
た
な
成
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。「〝
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
〟

と
い
わ
れ
る
不
確
実
な
社
会
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
総
合
知
と
専
門
知
を
兼
ね

備
え
た
、
実
社
会
で
役
立
つ
人
材
の
育

成
を
目
指
し
ま
す
」

　
「
勉
強
す
る
に
も
患
者
さ
ん
に
寄
り

添
う
に
も
、
健
康
と
体
力
が
必
要
」
と

話
す
村
上
さ
ん
。「
臨
床
、
基
礎
、
ど
の

分
野
で
も
、
最
先
端
を
走
っ
て
地
域
や

世
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
ろ
う
と
い
う
高

い
目
標
を
持
つ
人
を
待
っ
て
い
ま
す
」

療
創
成
工
学
科
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

「
多
く
の
志
願
者
が
あ
り
、
高
い
意
欲

を
持
っ
た
学
生
が
熱
心
に
学
ぶ
姿
に
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
大
学
院
に

は
、
神
戸
未
来
医
療
構
想
の
柱
、
国
産

医
療
機
器
開
発
の
拠
点
と
な
る
〝
メ
ド

テ
ッ
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
〟

も
あ
り
ま
す
。
産
学
連
携
で
、
日
本
初

の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
〝
Ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｔ

ｏ
ｒ
ｉ
〟
に
続
く
機
器
を
送
り
出
せ
る

よ
う
な
研
究
を
続
け
て
も
ら
え
た
ら
」。

同
セ
ン
タ
ー
直
結
の
国
際
が
ん
医
療
・

研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

　

実
習
は
、
１
年
生
の
関
連
病
院
で
の

初
期
体
験
実
習
を
皮
切
り
に
、
大
学
病

院
の
ほ
か
介
護
福
祉
施
設
や
在
宅
ケ
ア

の
現
場
な
ど
の
豊
富
な
機
会
が
。
６
年

生
で
は
、
ア
ジ
ア
や
北
米
を
は
じ
め
、

多
様
な
協
定
校
で
の
海
外
臨
床
実
習
を

選
択
で
き
ま
す
。「
５
年
生
に
も
医
学

英
語
研
修
（
ハ
ワ
イ
）
の
機
会
が
あ
り
、

年
間
50
～
60
人
が
海
外
へ
。
１
・
２
年

生
で
の
海
外
研
修
も
積
極
的
に
後
押
し

し
ま
す
」。
専
任
教
員
に
よ
る
医
学
英

語
の
授
業
も
検
討
中
だ
そ
う
。

　

ま
た
、
25
年
度
に
は
、
医
学
部
に
医

アドミッションポリシー
医学部医学科

① 生命科学・医学に強い興味を持ち、
探究心と学習意欲が旺盛な学生〔求め
る要素：関心・意欲〕
② しっかりとした基礎学力を身につけ
ている学生〔求める要素：知識・技能〕
③ 協調性があり、問題解決においては
独創性と指導力を発揮できる学生〔求め
る要素：思考力・判断力・表現力、主体性・
協働性〕
④ 国際的に活躍する意欲を持った学生

〔求める要素：主体性・協働性、関心・意
欲〕

－駿台梅田校の授業はいかがでしたか？
長妻　授業は、数学は得意だったのでSクラスを受け、
苦手な英語はAクラスを受けるなど、自分のレベルに
合った授業を受けることができたのがよかったです。大
学生のプライベートティーチャー（PT）による個別指導
では、化学を基礎から教わり、受験が近づくと臨機応変
にいろいろなことをみてもらいました。身近な女性の先
輩という感じで話しやすかったです。１日の過ごし方と
しては、午後4時半に授業が終わったあと、5時までは
友達とご飯を食べたりする自由時間で、5時から9時ま

では自習にあてていました。
澤井　コースにより、駿台卒業生のPTによる個別指導
が付くのですが、基本的には同性で、生徒との相性をみ
てマッチングしています。
－授業以外にはどんなサポートがありましたか？
長妻　先生の方から声をかけていただいて、定期的に
面談がありました。学習日に入試情報を教えてもらえた
のもおもしろくて息抜きになりました。
澤井　学習日は週に１回設けている日で、校舎からの連
絡事項や入試情報などを共有しています。
長妻　どこに願書を出すか迷っていたときに、各科目の
専任講師の先生に、大学ごとの特徴を聞けたのもよかっ
たです。

－神戸大学での学びの魅力を教えてください。
長妻　１年生から研究活動を体験できる新医学研究
コースというのがあります。前期の間に全ての研究室を
見学して、夏休み以降、行きたい研究室があれば自由に
通うことができます。勉強以外にバレーボールの部活も
頑張っていて、先輩とのつながりも楽しいです。
－後輩へのメッセージをお願いします。
長妻　私の場合、友達と一緒に帰る約束をしたから最
後まで残って自習を頑張らないと、というのが原動力の
一つでした。日々の積み重ねが最終的に結果につながる
と思うので、多少の息抜きをしながら勉強を続けてほし
いです。

神
戸
大
学

医
学
部
医
学
科
　
１
年
生

長
妻
一
希
さ
ん（
開
明
高
等
学
校
出
身
）

駿
台
梅
田
校
医
学
部
専
門
校
舎

専
任
講
師（
数
学
）

澤
井
亮
さ
ん

駿台梅田校OBの在学生にききました

神戸大学
医学部長・医学研究科長

村上卓道さん

67

【英語】
時間内にすべての問題を解きれるかのスピード勝負です。文章自体はそこまで難し
くないため、高得点の争いに。場合によっては問題を諦めるなど、緻密なタイムマネ
ジメントで最後まで解く姿勢が必要になります。

【数学】
大阪大学と比べると1題あたり24分でやや易しくなりますが、油断はできません。記
述問題をスピード感を持って解ききる必要があり、特に苦手分野が含まれると大き
く差がつくため、緊張感のある試験といえます。

【化学】
典型的な問題からやや発展レベルまでが多く、合格点も高くなります。新奇な問題に
挑むよりも、教科書の内容を隅々まで理解し、確実に解く完成度を高めること。基本
的な操作を完璧にすることが大切です。

1つの問題にとらわれず臨機応変に対応し、標準問題で高得点をとることが大事。
共通テストでもバランスよくしっかり得点しておくと有利でしょう。

　神戸大学に通う駿台梅田校卒業生の長妻
一希さんと、専任講師の澤井亮さんが、同校
舎の学びを話してくれました。

専任講師に聞く　入試傾向と対策



都
市
型
医
療
を
実
践
す
る
場
で

新
治
療
・
研
究
へ
の
挑
戦
を

　
大
阪
公
立
大
学
医
学
部
医
学
科
で
は
、〝
智
・
仁
・
勇
〟を
有
す
る
医
師
・
研
究
者
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。各
線
天
王
寺
駅
に
ほ
ど
近
い
阿
倍
野
キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
阪
市
阿
倍
野
区
旭
町
）

で
、医
学
部
長
の
鶴
田
大
輔
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

大阪公立大学
大阪市立大学と大阪府立大学が統合して2022年に開学。医学部には、
医学科のほか、森之宮キャンパスを拠点とするリハビリテーション学科もInte

rvie
w

英
語
教
育
や
国
際
交
流
を
さ
ら
に
推
進

─
臨
床
技
術
を
磨
く
充
実
の
環
境

い
ま
す
。

　
「
修
士
・
博
士
課
程
で
は
、
オ
ー
ル
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
整
い

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
海
外
留
学

生
を
受
け
入
れ
、
多
様
性
の
確
保
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
強
化
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

護
学
生
や
研
修
医
ら
が
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
活
用
す
る
ス
キ
ル
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
も
拡
張

さ
れ
ま
し
た
。「
伝
統
的
に
教
員
と
学
生

の
垣
根
が
低
く
、
上
級
生
が
下
級
生
を
、

研
修
医
が
上
級
生
を
指
導
す
る
風
土
が

根
付
い
て
い
ま
す
」

室
も
あ
る
そ
う
。
英
語
論
文
の
読
解
も
、

背
景
に
あ
る
意
図
ま
で
読
み
取
れ
る
よ

う
、
２
年
生
で
学
び
ま
す
。

　

海
外
の
多
数
の
大
学
・
機
関
と
協
定

を
締
結
し
て
い
る
同
大
学
で
は
、
こ
の

３
月
に
も
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
を
訪
問

し
て
外
科
修
練
の
意
見
交
換
を
行
う
な

ど
、
積
極
的
な
相
互
交
流
が
行
わ
れ
て

　

大
阪
市
内
唯
一
の
大
学
附
属
病
院
を

備
え
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
処

し
つ
つ
医
療
機
関
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
連

携
を
図
る
、
都
市
型
医
療
を
体
験
で
き

る
の
も
同
大
学
の
特
徴
で
す
。
技
術
を

磨
く
環
境
も
充
実
。
外
科
の
臨
床
実
習

前
に
は
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
研
修
が
行
わ
れ
、
医
学
・
看

　

求
め
る
人
物
像
に
つ
い
て
「
３
つ
の

基
本
理
念
の
〝
智
〟
は
医
学
に
必
要
な

知
識
、〝
仁
〟
は
患
者
さ
ん
へ
の
思
い
や

り
の
心
、〝
勇
〟
は
新
し
い
治
療
や
研
究

に
挑
戦
す
る
努
力
・
勇
気
を
示
し
ま
す
。

そ
の
素
地
を
備
え
た
人
を
迎
え
た
い
」

と
話
す
鶴
田
さ
ん
。

　

そ
れ
ら
を
着
実
に
伸
ば
す
教
育
の
一

つ
と
し
て
、「
医
学
研
究
推
進
コ
ー
ス
」

で
は
、
３
年
生
全
員
が
約
３
カ
月
間
、

研
究
室
に
配
属
さ
れ
て
基
礎
研
究
に
取

り
組
み
ま
す
。「
私
も
学
生
時
代
に
経

験
し
ま
し
た
が
、
こ
の
期
間
に
初
め
て

英
語
論
文
を
書
く
、
終
了
後
も
継
続
し

て
研
究
に
参
加
す
る
な
ど
、
将
来
の
礎

と
な
る
経
験
を
得
ら
れ
る
機
会
に
な
っ

て
い
ま
す
」。
中
に
は
、
ア
フ
リ
カ
で
の

寄
生
虫
学
の
研
究
に
参
加
で
き
る
研
究

阿
倍
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
た
な
共
創
の
場
を
整
備

薬
を
作
る
と
い
う
夢
を
持
っ
て
進
学
す

る
人
が
、
医
学
生
か
ら
も
現
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」

　

ま
た
、
２
０
２
７
年
春
に
は
、
大
阪

市
立
住
吉
市
民
病
院
跡
地
（
大
阪
市
住

之
江
区
）
に
、
医
学
部
附
属
健
康
長
寿

医
科
学
セ
ン
タ
ー
を
開
設
予
定
。
認
知

症
を
中
心
と
し
た
高
齢
者
医
療
の
研
究

所
と
病
院
を
備
え
ま
す
。

　

医
学
を
目
指
す
学
生
に
は
、「
情
報
社

会
で
は
損
得
で
動
く
人
も
増
え
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
医
学
は
人
間
関

係
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
成
り
立
つ

も
の
。
多
く
の
人
と
接
し
、
そ
の
場
の

損
得
で
は
な
い
義
理
人
情
も
大
事
に
し

て
ほ
し
い
」
と
鶴
田
さ
ん
。「
目
先
だ
け

を
見
ず
、
10
年
・
20
年
先
、
さ
ら
に
自

分
が
い
な
く
な
っ
た
後
を
託
せ
る
人
を

残
す
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考

え
、
行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」

と
も
自
由
に
交
流
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
に
つ
な
が
れ
ば
」

　

入
試
で
は
、
多
様
な
学
生
受
け
入
れ

の
た
め
、
国
際
力
を
評
価
す
る
方
式
な

ど
を
検
討
中
と
の
こ
と
。
な
お
、
高
校

時
代
の
理
科
の
選
択
で
は
「
医
学
に
近

い
生
物
が
望
ま
し
い
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
物
理
で
思
考
力
を
鍛
え
る
こ
と

も
よ
い
と
思
い
ま
す
」

　

大
学
院
で
は
、
創
薬
科
学
研
究
科
が

26
年
度
に
新
設
さ
れ
ま
す
。「
農
学
、
理

学
、
工
学
な
ど
多
様
な
分
野
が
融
合
し
、

医
学
か
ら
も
教
員
が
加
わ
り
ま
す
。
新

　

大
阪
公
立
大
学
で
は
、
２
０
２
５
年

９
月
、大
阪
市
城
東
区
森
之
宮
に
新
キ
ャ

ン
パ
ス
が
オ
ー
プ
ン
。
阿
倍
野
キ
ャ
ン

パ
ス
を
拠
点
と
す
る
医
学
部
医
学
科
で

も
、
１
年
生
の
外
国
語
や
基
礎
教
養
科

目
な
ど
は
、
こ
の
森
之
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

で
履
修
し
ま
す
。

　

阿
倍
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
同
年
４
月

に
新
学
舎
が
完
成
し
、
看
護
学
部
を
集

約
。「
多
職
種
連
携
教
育
を
さ
ら
に
推
進

す
る
ほ
か
、共
創
の
場
〝
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
〟

を
整
備
し
ま
し
た
。
医
学
部
・
看
護
学

部
相
互
だ
け
で
な
く
、
企
業
や
自
治
体

アドミッションポリシー
医学部医学科

医学部医学科のディプロマ・ポリシー及
びカリキュラム・ポリシーの基礎となっ
ている、「智・仁・勇」の3つの基本理念を
理解する素地を有する学生を求める。

●�「智」は医学を推進する旺盛な向学心と
知識を意味し、これらを有している人。

●�「仁」は人への博愛の心を意味し、人を
包みこむ広い心を有している人。

●�「勇」は医療を実践する決断の勇気を意
味し、積極的な行動を起こせる人。

－駿台梅田校の授業はいかがでしたか？
伊藤　高卒クラスを受講しました。校舎に常駐の専任講
師の先生がいて、いつでも質問ができる体制がよかった
です。苦手だった英語も、勉強法を一から聞いて成績アッ
プ。答案は、答えの論理や日本語の正しさなども丁寧に見
ていただいたなと思います。環境としては、梅田にあるの
で通いやすいですし、自習室に自分専用の机やロッカー
があって、重い荷物を持ち運ばなくていいんです。
－講師からはどんなサポートがありましたか？
伊藤　朝遅くなることがあって、生活指導をしていただ

いたことも（笑）。共通テストの後に、大阪公立大学の数学
の過去問を解いてみたら全然できなくて、どうしよう…っ
てなったんですけど、先生方が背中を押してくれました。
吉村　週2回ずっと答案を見てきたので、化学はこれく
らいできるという彼の力が分かっていました。大阪公立
大学の数学は難問揃いですが、数学を含む他教科の講
師と密にコミュニケーションをとり、各種のデータを踏ま
え、総合的にみて大丈夫だろうと判断して出願を勧めま
した。
－大学生活はいかがですか。
伊藤　新しくてきれいな森之宮キャンパスと、街中にあ
る阿倍野キャンパスのどちらも通うのが楽しいです。1
年生の早期実習が印象深く、看護師さんに付いて現場

を見ることで初めて知れたことがたくさんあり、チーム
医療のイメージがわきました。一番楽しみなのは部活。ラ
グビー部で西日本医科学生総合体育大会に向けて頑
張っています。
－後輩へのメッセージをお願いします。
伊藤　梅田校で、大阪公立大学SSCでの医療体験に参
加できたことはモチベーションアップになりました。高3
の時点では合格できると思っていなかったのですが、卒
業後は、化学でもまず基礎を固め、夏からは吉村先生の
授業をもう１回復習して追いつこうと計画的に勉強しま
した。1年間頑張れば成績が伸びるのでやりきってくだ
さい。

大
阪
公
立
大
学

医
学
部
医
学
科
　
１
年
生

伊
藤
優
克
さ
ん（
金
蘭
千
里
高
等
学
校
出
身
）

駿
台
梅
田
校
医
学
部
専
門
校
舎

専
任
講
師（
化
学
）

吉
村
渓
太
さ
ん

大阪公立大学
医学部長・医学研究科長

鶴田大輔さん
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【英語】
文章が長く癖があるものも多いため、読む力を養う必要があります。記述よりも、あ
らかじめ用意された選択肢の中から正解を選ぶ客観式問題への対応力がカギに。復
活した自由英作文の対策も必要です。

【数学】
非常に難易度が上がっていて小問の段階から難しいのが特徴。大問は4題なので、
1題落とすと全体の25％を失うという、リスクが大きい試験です。発想の飛躍よりも
粘り強い思考力が求められます。

【化学】
設定は比較的素直ですが、問題文が長いため、限られた時間で正確に読み取り、情
報を処理する力が求められます。実験系の問題も出題されるため、手順や操作など
細部の理解が重要です。

2022年の大学統合以降、全国的に人気が高まり、受験者層もハイレベルになっています。
数学をはじめ、思考力を問う問題が多い印象です。

　大阪公立大学に通う駿台梅田校卒業生の
伊藤優克さんと専任講師の吉村渓太さんが、
同校舎の学びを話してくれました。

専任講師に聞く　入試傾向と対策



最
新
の
医
学
・
医
療
を
地
域
に
還
元

京
都
の
智
と
技
を
世
界
へ
発
信

　〝
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
医
学
を
地
域
へ
〟
を
理
念
に
掲
げ
、
多
数
の
医
師
・
研
究
者
を
輩
出

し
て
き
た
京
都
府
立
医
科
大
学
医
学
部
医
学
科
。河
原
町
キ
ャ
ン
パ
ス（
京
都
市
上
京
区
河
原
町

通
広
小
路
）で
、副
学
長
の
橋
本
直
哉
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

京都府立医科大学
京都府民の寄付で設立された西洋医学の教育病院「療病院」を起源
とし、2022年に創立150周年を迎えた。医学科と看護学科を備えるInte

rvie
w

－駿台梅田校の授業はいかがでしたか？
武田　高卒コースを受講し、英語と数学では授業で出
された添削課題を丁寧に添削してもらえたのがよかっ
たです。月曜から土曜、朝から夕方まで梅田校にいて、
普段は自分専用の自習席を使っていましたが、開放教
室でも自習ができ、気分転換しやすい環境が整ってい
ました。飲食やおしゃべりができるスペースもあって、
同じ目標を持つ仲間と教え合ったりした時間は印象に
残っています。一番よかったのは、分からないところを
先生のいるフロアにすぐ質問に行けたことです。

北川　自習席の確保に気を使う必要がなく、専用ロッ
カーもあるのが本校舎の特徴。講師は専任で梅田校に
常駐しているので、授業以外でも質問や添削に対応す
ることができます。また、教科指導の講師とは別に、生
徒の特性に応じた担任講師を付けています。面談を中
心に、各教科指導の講師と連携して指導を行っていま
す。
武田　京都府立医科大学を目指すと早くから決めてい
たので、それに合わせて、担任の先生には模試の結果を
細かく見ていただきました。
－京都府立医科大学の魅力はどんな点ですか？
武田　単科大学で規模が大きくない分、密なコミュニ
ケーションが取れると感じています。また、研究設備が

充実していて、基幹病院である附属病院では、多様な症
例を学べる機会があります。1年生のうちに幅広い診療
科の現場に同行できる早期体験実習では、たくさんの
学びがありました。
－後輩へのメッセージをお願いします。
武田　京都府立医科大学は過去問にできるだけ早く触
れることが大切だと思います。共通テスト後に初めて見
たら途方に暮れると思うので（笑）、可能性があるなら早
めの取り組みをおすすめします。
北川　英語をはじめどの教科もレベルが高いので、取
捨選択して取るべき問題はしっかり正答することが必
要です。日頃から、過去問を通して大学が求めているレ
ベルを知っておきましょう。

京
都
府
立
医
科
大
学

医
学
部
医
学
科
　
１
年
生

武
田
淳
弘
さ
ん（
洛
星
高
等
学
校
出
身
）

駿
台
梅
田
校
医
学
部
専
門
校
舎

専
任
講
師（
英
語
）

北
川
健
太
郎
さ
ん

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
全
国
か
ら
募
集

─
４
年
間
を
通
し
た
英
語
教
育
に
も
注
力 者

の
意
見
を
聞
く
力
な
ど
を
み
て
い

き
ま
す
」

ズ
大
学
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
ほ
か
20

校
以
上
あ
り
、
５
・
６
年
生
で
臨
床
実

習
生
と
し
て
派
遣
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
す
る
医
学
生
は
20
％
を
超
え

ま
し
た
。
ま
た
、
外
国
人
留
学
生
と
の

交
流
を
促
進
す
る
Ｋ
ⅰ
Ｓ
Ａ
と
い
う

学
生
団
体
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
」

　

学
生
生
活
で
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
盛

ん
で
掛
け
持
ち
す
る
人
も
多
い
そ
う
。

「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
和

気
あ
い
あ
い
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。
授

業
で
質
問
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
、
学

生
と
教
員
の
距
離
も
近
い
で
す
」

り
組
み
方
や
物
事
を
自
発
的
に
成
し

遂
げ
る
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
他

　

ユ
ニ
ー
ク
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一

つ
が
、
下
鴨
キ
ャ
ン
パ
ス
で
１
年
生
対

象
に
行
う
、
京
都
府
立
大
学
・
京
都
工

芸
繊
維
大
学
と
３
大
学
合
同
の
教
養

教
育
。
京
都
学
な
ど
の
幅
広
い
科
目
が

あ
り
、
他
大
学
の
教
員
や
学
生
と
交
流

す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

重
視
す
る
英
語
教
育
は
１
年
生
か

ら
４
年
生
ま
で
実
施
さ
れ
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
医
学
英
語
や
、

す
べ
て
英
語
で
行
う
診
療
を
想
定
し

た
国
際
医
学
英
語
な
ど
を
学
び
ま
す
。

「
海
外
の
提
携
校
は
、
ア
メ
リ
カ
の
オ

ク
ラ
ホ
マ
大
学
や
イ
ギ
リ
ス
の
リ
ー

　
「〝
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
医
学
を

地
域
へ
〟
と
い
う
理
念
に
は
、
世
界

で
発
信
さ
れ
た
も
の
を
地
域
に
還
元

す
る
だ
け
で
な
く
、
京
都
か
ら
世
界

へ
の
発
信
も
含
ま
れ
ま
す
。
４
つ
の

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
の
中
で

も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要

な
国
語
力
・
英
語
力
は
非
常
に
重
視

す
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
話
す
橋
本
さ

ん
。

　

国
内
外
で
医
学
分
野
の
リ
ー
ダ
ー

に
な
れ
る
人
材
を
と
、
26
年
度
入
試

で
は
、
こ
れ
ま
で
京
都
府
ゆ
か
り
の

地
域
枠
の
み
だ
っ
た
学
校
推
薦
型
に
、

全
国
一
般
枠
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
「
高
校
時
代
の
活
動
の
振
り
返
り
に

基
づ
く
面
接
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
目
標
へ
の
取

京
都
府
北
部
で
看
護
学
科
と
の
合
同
実
習
や
長
期
臨
床
実
習

て
、診
療
は
も
ち
ろ
ん
最
重
要
で
す
が
、

臨
床
研
究
と
教
育
の
バ
ラ
ン
ス
も
大

切
。
科
学
的
な
視
点
を
持
っ
て
診
療
を

行
い
、
学
問
を
進
化
さ
せ
る
〝
フ
ィ
ジ

シ
ャ
ン
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
〟
を
目
指

し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
本
学
は
、
味

覚
、
咳
や
嚥
下（
え
ん
げ
）に
関
わ
る
新

た
な
シ
ナ
プ
ス
の
型
の
発
見
や
、
京
丹

後
長
寿
コ
ホ
ー
ト
研
究
な
ど
、
基
礎
医

学
・
社
会
医
学
の
研
究
で
も
実
績
が
あ

り
ま
す
」

　

２
０
２
５
年
に
は
、
学
び
と
交
流
の

拠
点
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
が
図
書

館
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。「
医
学
は
奥

深
い
も
の
で
す
が
、
人
類
が
幸
せ
に
生

き
て
い
く
た
め
に
一
緒
に
学
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
受
験
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
く
れ
た
橋
本
さ
ん
。
初
夏
に
は
、
京

都
の
蘭
方
医
を
描
い
た
創
立
１
５
０
周

年
記
念
企
画
の
映
画
「
幕
末
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
た
ち
」
が
公
開
予
定
だ
そ
う
。

ス
タ
ー
ト
。「
通
常
は
１
カ
月
単
位
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
診
療
科
を
回
る
ク

リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
２
（
臨
床

実
習
）
の
う
ち
、
継
続
し
た
４
カ
月
間

を
充
て
る
こ
と
で
、
外
来
か
ら
入
院
、

治
療
、
退
院
、
在
宅
ケ
ア
と
い
う
患
者

さ
ん
の
暮
ら
し
に
よ
り
密
着
し
た
学
び

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
」

　

２
０
２
４
年
に
は
、
大
学
院
・
北
部

キ
ャ
ン
パ
ス
地
域
医
学
コ
ー
ス
も
設

置
。「
北
部
地
域
で
診
療
に
あ
た
る
医

師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
寄
与
す
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
臨
床
医
に
と
っ

　
「
自
身
の
将
来
像
を
描
く
一
助
に
と
、

１
・
３
年
生
に
は
附
属
病
院
で
の
早
期

体
験
実
習
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
５
年
生

で
は
、看
護
学
科
の
３
年
生
と
共
同
で
、

京
都
府
北
部
で
１
週
間
の
地
域
医
療
実

習
を
行
い
ま
す
。
附
属
北
部
医
療
セ
ン

タ
ー
の
ほ
か
、
診
療
所
や
介
護
施
設
の

現
場
で
、
地
域
に
根
差
し
た
医
療
を
体

験
す
る
有
意
義
な
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
」

　

さ
ら
に
25
年
度
か
ら
は
、
同
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
に
４
カ
月
滞
在
す
る
Ｎ
Ｃ
Ｌ

Ｉ
Ｃ
Ｋ
（
長
期
統
合
型
臨
床
実
習
）
も

アドミッションポリシー
医学部医学科

①�生命の尊厳を重んじ、医学者・医師の職
責を自覚し全うできるための人間愛と
高い倫理観を有する人

②�「学問の都」京都で自ら医学を学び、他者
と連携しながら生涯にわたって研鑽を
つみ、地域の医療に最善を尽くす熱い
意志と探究心を有する人

③�国際的視野に立ってトップレベルの医
学・医療を京都から世界へ発信できるた
めの向上心と自ら考え学ぶ力を持った人

④��すぐれた医学・医療を地域に展開するた
めに必要な使命感とともに、リーダーシ
ップとコミュニケーション力を有する人

京都府立医科大学
副学長

橋本直哉さん
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【英語】
かなり高度な内容のため、強弱をつけ、解くべき問題を確実に解くことが重要。ライ
ティングの比重が高く、語数の多い自由英作文なども出題されます。日頃から書く作
業も行って、力を付けておくことが求められます。

【数学】
難易度は全国でもトップクラス。合格者の得点が5割程度ということも。実際の試験
では、〝これは解かない〟と判断することも選択肢になります。取れる問題を見つけて
取捨選択することが重要です。

【化学】
問題の分量が多いことに加え、思考力を要する問題が多く、解答に至るまでの計算
や考え方を丁寧に記述する力も必要です。他の科目同様、捨てる問題を見極める実
践的なトレーニングが欠かせません。

西日本の医系単科大学の中では最難関。個別試験で差がつきにくい傾向です。
関西の国公立医大では珍しく小論文が課されます。

　京都府立医科大学に通う駿台梅田校卒業
生の武田淳弘さんと専任講師の北川健太郎
さんが、同校舎の学びを話してくれました。

専任講師に聞く　入試傾向と対策



意
欲
と
知
的
好
奇
心
を
高
め
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

大阪医科薬科大学
Inte
rvie
w

医学部長・医学研究科長 矢野 貴人さん

│
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、新
し
い
も
の
を
生
み
出
せ
る
人
を

す
」。
ま
た
、
文
部
科
学
省
の
「
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）」
に

認
定
さ
れ
て
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
必

須
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
前
身
・
大
阪
高
等
医
学
専
門
学
校
開

校
か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。「
伝

統
を
継
承
し
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
も
の

を
生
み
出
そ
う
と
い
う
探
究
心
の
あ
る

人
を
待
っ
て
い
ま
す
」

ま
す
。

　
薬
学
部
・
看
護
学
部
と
の
多
職
種
連

携
教
育
は
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の
折
々
に
実
施
。「
今
の
医
療
現
場
は
、

他
の
専
門
職
と
の
協
働
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
は
、
精
力
的
に
ク
ラ
ブ
活
動
に

励
む
中
で
も
養
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

　「
卒
業
生
は
開
業
医
が
多
く
、
全
国

各
地
で
地
域
医
療
の
担
い
手
と
し
て
貢

献
。
一
方
で
研
究
活
動
も
奨
励
し
て
お

り
、
学
生
研
究
員
制
度
は
40
年
以
上
に

な
り
ま
す
」。
同
大
学
は
、
新
し
い
が
ん

治
療
研
究
に
取
り
組
む
関
西
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ

共
同
医
療
セ
ン
タ
ー
も
設
置
し
て
い
ま

す
。

　「
学
内
で
の
留
学
生
と
の
交
流
や
、

海
外
の
協
定
校
で
の
実
習
は
、
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
。
女
子
学
生

の
積
極
的
な
姿
勢
が
み
ら
れ
ま
す
」。

入
試
制
度
で
は
、
専
願
制
の
推
薦
入
試

で
募
集
人
員
の
拡
大
を
検
討
中
で
す
。

　
２
０
２
５
年
夏
に
大
学
病
院
新
本
館

が
完
成
。
２
０
２
７
年
に
は
、
医
学
部

　〝
至
誠
仁
術
〞
を
学
是
と
す
る
大
阪

医
科
薬
科
大
学
医
学
部
（
高
槻
市
大
学

町
）
は
、
学
生
の
自
主
性
を
重
ん
じ
、

自
由
な
校
風
が
特
徴
で
す
。

　「
入
学
者
に
は
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
と
知
的
好
奇
心
を
持
ち
、
新
し
い

学
び
に
喜
び
を
見
出
し
て
ほ
し
い
」
と

話
す
、
医
学
部
長
の
矢
野
貴
人
さ
ん
。

２
年
前
か
ら
は
解
剖
実
習
の
時
期
を
早

め
、１
年
生
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
、

自
覚
と
意
欲
を
高
め
る
一
助
に
。
26
年

度
か
ら
、
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
の
開

始
時
期
も
４
年
生
の
秋
に
前
倒
し
さ
れ

－どのような授業を受講していましたか？
辻川　高2では物理・英語・数学、高3では加えて化学
の通常授業を受け、春季・夏季講習や共通テスト対策
講座なども取っていました。特に、二次の前期試験直前
の科目別集中講座は、共通テスト用に知識が散らばっ
た頭の中を整理して、二次試験に必要な知識を思い出
すのに役立ちました。
北川　集中講座の授業では、どの大学にも通じる普遍性
の高い内容を講師が整理して網羅。大学別対策に偏りす
ぎず、効率的で質の高い学習を直前まで提供しています。
－授業のほかに役立ったと感じることは？
辻川　自分は疑問を全部解決したいタイプなので、授

業外で納得できるまで先生方に質問できたのがとても
よかったです。模試の結果で不安になることもあったの
ですが、相談するとデータを見ながら具体的なアドバ
イスをいただけて、実現への道が明確になり、安心する
ことができました。
北川　教務は駿台全校舎の豊富なデータや合格実績を
分析し、教科指導の講師は〝その大学の問題を解く力〟
などを評価。両者の視点から支援するのが強みです。
－後輩へのメッセージをお願いします。
辻川　大阪医科薬科大学は自由な校風が特徴で、勉強
と競技スキーの部活を両立しています。将来を見据え
た１年生での早期体験実習が、これまでで一番印象的
でした。医学部受験は大変なことや落ち込むこともある
と思いますが、必ずいつか終わりが来ると思ってひた
すら勉強することかなと思います。

駿台梅田校医学部専門校舎 専任講師（英語）・北
川健太郎さん（左）と大阪医科薬科大学 医学部医
学科１年生・辻川真央さん（右、高槻高等学校出身）

1. 医学を学ぶ明確な目的と意欲をもっている人
2. 医学を学ぶために必要な知識・技能、思考力・
判断力・表現力をもっている人
3. 人に対する思いやりと豊かな人間性、および高
い倫理性をもっている人
4. 他の人の意見を尊重し、コミュニケーション能
力を涵養できる人
5. 知的好奇心と探究心をもって、自ら生涯にわた
り課題の発見と解決に取り組むことのできる人
6. 柔軟な思考ができ、多様化と国際化に向かう現
代社会に適応できる人

アドミッションポリシー
医学部

　大阪医科薬科大学に通う駿台梅田校卒業生
の辻川真央さんと専任講師の北川健太郎さん
が、同校舎の学びを話してくれました。

12

【英語】
高いレベルの記述力が求められます。自分だけでは
完成度を判断しにくいため、日頃から答案を見ても
らって良い点・改善点を明確にし、質を磨いていくこ
とが合格への近道といえます。

【数学】
近年、試験時間が90分から80分になり、ややスピー
ドが求められるように。学校教材の延長にある受け
入れやすい問題が中心で、普段の学習がそのまま力
になるでしょう。

【化学】
私立大学の中ではレベルが高く、理論化学と有機化
学の分野が多く出題されるのが特徴。特に有機化学
では、教科書にない物質や反応の仕組みを考えさせ
るなど、暗記では答えられない難問があります。

専任講師に聞く  入試傾向と対策

使
命
感
・
倫
理
観
の
高
い

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
医
療
人
に

関西医科大学
Inte
rvie
w

医学部長・医学研究科長、副学長 金子 一成さん

│
先
進
的
な
研
究
に
ふ
れ
る
機
会
が

　「
23
年
度
に
学
費
を
大
き
く
減
額
し
、

９
方
式
あ
る
入
試
を
通
し
て
多
様
な
人

材
を
求
め
て
い
ま
す
。
地
域
医
療
か
ら

先
進
的
な
医
療
ま
で
、
幅
広
い
学
び
が

可
能
な
環
境
で
、
人
間
性
豊
か
な
医
療

人
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」

ぶ
心
構
え
を
固
め
て
い
き
ま
す
。「
看

護
学
部
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

と
の
合
同
講
義
・
演
習
で
は
、
多
職
種

連
携
を
体
験
し
、
協
働
す
る
力
や
患
者

さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
向
上
へ

の
意
識
を
高
め
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
医
療
に
か
か
わ
る
事
例
を
討
論

す
る
Ｌ
Ｐ
Ｂ
Ｌ
と
い
う
授
業
で
は
、
問

題
解
決
力
を
養
い
ま
す
」

　
ま
た
、
実
習
は
、
附
属
の
医
療
機
関

　
２
０
２
２
年
に
は
附
属
光
免
疫
医
学

研
究
所
が
、
２
０
２
４
年
に
は
附
属
病

院
に
国
際
が
ん
新
薬
開
発
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
、
が
ん
の
新
治
療
や
新
薬
の

治
験
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
同

大
学
。
２
０
２
４
年
に
文
部
科
学
省
の

「
高
度
医
療
人
材
養
成
拠
点
形
成
事
業
」

に
選
定
さ
れ
、
先
進
的
な
臨
床
研
究
・

個
別
医
療
の
最
適
化
を
推
進
す
る
医
師

と
、
そ
れ
を
ア
シ
ス
ト
す
る
学
生
ら
の

環
境
作
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
に
お

い
が
人
に
も
た
ら
す
作
用
を
応
用
す
る

「
感
覚
創
薬
」
の
研
究
も
特
色
の
一
つ

で
す
。

　
１
９
２
８
年
に
大
阪
女
子
高
等
医
学

専
門
学
校
と
し
て
設
立
以
降
、
約
９
０

０
０
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
る
関

西
医
科
大
学
（
枚
方
市
新
町
）。「
建
学

の
精
神〝
慈
仁
心
鏡
〞の
も
と
、慈
し
み
・

め
ぐ
み
・
愛
を
心
の
規
範
に
生
き
る
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
医
師
の
育
成

を
目
指
し
ま
す
」
と
、
医
学
部
長
の
金

子
一
成
さ
ん
。

　
臨
床
現
場
で
の
見
学
実
習
を
行
う

「
白
衣
の
日
」
を
、
１
年
生
か
ら
導
入
。

「
医
療
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

実
践
」
の
授
業
を
通
し
て
、
医
学
を
学

－駿台梅田校の授業や環境はいかがでしたか？
片山　午前・午後各１科目の高卒コースは、多くの科目を
毎日やるよりも効率よく復習できました。レベル別のクラス
分けで、自分に合った授業を受けられたのがよかったです。
宮田　高２・高３で生物と化学を受けました。特に生物は
少人数で分からないことはその場ですぐ教えてもらえま
したし、自習の合間にもよく質問に答えていただきました。
片山　自習室には自分専用の座席とロッカーが完備され、
気分転換したくなったら開放されている部屋も利用できる、
充実した環境でした。進路についても多くの情報提供を受
けて相談に乗っていただき、手厚いサポートがありました。
宮田　先生方だけでなく、受付スタッフの方も受験日

程や提出書類の情報を整理してくれるなど、学習面以
外も親身にサポートしてくれたのが心強く、とても助け
になりました。
－後輩へのメッセージをお願いします。
宮田　関西医科大学は、飾らない自然体の人が多く、
勉強に部活にと何事にも全力投球する姿に刺激を受け
ています。1年生の「白衣の日」では診療の現場を見て
視野が広がりました。受験では、成績は努力に比例して
上がるわけではないので、最後まで諦めないこと、そし
て〝正しい方法で〟努力することが大切だと感じます。
私自身、ここでのアドバイスを聞いて学習法を見直した
ことで、変われました。
片山　受験勉強はつらいですが、自分の理想の医師像を
見失わずに自分を信じてやり切ってほしいなと思います。

関西医科大学 医学部医学科２年生・宮田花さん
（左、四天王寺高等学校出身）と、同１年生・片山空
さん（右、大阪府立春日丘高等学校出身）

1. 高い倫理性と豊かな人間性
を有する人
2. 医学・医療の進歩に貢献す
る熱意を有する人
3. 協調性を備え、高いコミュニ
ケーション能力を有する人
4. 課題を発掘する好奇心や探
究心を有する人
5. 自己啓発・自己学習を継続
する意欲を有する人

アドミッションポリシー
医学部 だ

け
で
な
く
、
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

も
行
わ
れ
、
希
望
者
に
は
海
外
の
大
学

や
病
院
で
の
臨
床
実
習
も
サ
ポ
ー
ト
。

〝
研
究
力
を
備
え
た
臨
床
医
を
〞
と
、

研
究
医
養
成
コ
ー
ス
も
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　関西医科大学に通う、駿台梅田校卒業生の
宮田花さんと片山空さんが、同校舎の学びを話
してくれました。 
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【英語】
毎年変化があり、傾向を絞り込むのが難しい大学で
す。その場の臨機応変な対応力が求められます。ここ
数年出題が続く自由英作文は、国公立大の併願者に
負けないよう演習で慣れておくとよいでしょう。

【数学】
年度によって、また大問ごとにも難易度に差があり、
特化した対策がとりにくいといえます。一般的な演習
問題に近いものの、ひねりが加えられているため、解
ける問題をしっかり選んで解くことが大切です。

【化学】
難易度の高い問題も散見されますが、全体としては標
準的なレベルです。各分野が比較的バランスよく出題
される中、生物に関連のある生理化学の高分子分野は
頻出なので、しっかり学んでおきたいものです。

専任講師に聞く  入試傾向と対策



創
立
１
０
０
周
年
、ア
ウ
ト
カ
ム
型
の

教
育
で
着
実
に
目
標
達
成
へ

近畿大学
Inte
rvie
w

医学部長 西尾 和人さん

－通塾するようになったきっかけは？
宮田　安定していた英語の成績が下がり始めて不安に
なったので、高3のときに英語を受講するようになりま
した。授業は週１回でしたが、学校帰りに自習室を利用
しやすく、授業外でも過去問の添削などをしてもらいま
した。何度行っても先生は嫌な顔をすることなく、励ま
しながら指導してくださるのがありがたくて。受験前の
冬に落ち込んで家に籠っていたときも、声をかけていた
だきました。
北川　普段は元気なのにどうしたんだろうと気になっ
て。集中できる環境があるし、学習の提案もできるから、
顔を出してみたらと伝えました。

宮田　北川先生はもちろん、授業を受けていない教科
の先生も質問に答えてくれたりと、親身になってくださ
る先生が多いんです。出願のときは高校と塾とで意見
が分かれてとても迷ったのですが、偏差値だけではな
い自分の学習状況に基づいたアドバイスを受けて、納
得して判断できました。
北川　各自の特性や能力に合う進路を普段から意識
し、経験則による受験者の動向予測も踏まえてサポー
トします。
－後輩へのメッセージをお願いします。
内田　近畿大学の医学部は、移転してアクセスがとて
もよくなりました。教授との距離が近く、相談に乗って
いただけるのも魅力です。受験では、最後まで諦めない
こと、特に夏は〝誰よりも勉強してやるぞ〟という気持ち
で取り組むことで、合格につながると思います。

│
看
護
学
部
と
共
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ 海

外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
人
気
で
、
４

年
生
の
希
望
者
か
ら
選
抜
。
ベ
ト
ナ
ム

や
イ
ギ
リ
ス
の
ほ
か
、
今
年
３
月
か
ら

は
台
湾
の
病
院
と
も
提
携
予
定
で
す
。

し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
念

願
の
体
育
館
も
備
え
、
ク
ラ
ブ
活
動
も

ま
す
ま
す
活
発
に
な
る
で
し
ょ
う
。
医

師
に
な
り
た
い
と
い
う
強
い
意
志
の
あ

る
人
に
来
て
ほ
し
い
で
す
ね
」　

と
医
学
部
長
の
西
尾
和
人
さ
ん
。

　
国
際
化
の
点
で
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス

ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
英
語
で
の
講
義
な
ど

実
践
的
な
医
学
英
語
に
力
を
入
れ
ま

す
。「
入
試
で
も
、
医
学
に
通
じ
る
題
材

の
独
自
問
題
で
総
合
的
な
力
を
測
っ
て

い
ま
す
」。
大
学
が
費
用
を
負
担
す
る

　
新
し
い
「
お
お
さ
か
メ
デ
ィ
カ
ル
キ

ャ
ン
パ
ス
」
に
は
、
病
院
、
医
学
部
の

ほ
か
、
２
０
２
６
年
４
月
に
看
護
学
部

が
加
わ
り
ま
す
。「
薬
学
部
と
の
連
携

講
義
に
看
護
学
部
も
参
加
。
自
主
的
な

学
習
の
場
で
あ
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン

ズ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、
将

来
の
チ
ー
ム
医
療
に
つ
な
が
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
」

　
医
療
現
場
に
近
い
形
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
で
き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
や
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
課
題

解
決
を
図
る
〝
テ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
〞
専

用
室
な
ど
施
設
が
充
実
。
新
病
院
に
は

死
因
究
明
セ
ン
タ
ー
も
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。「
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
最

新
機
器
を
備
え
た
病
院
で
の
実
習
も
楽

　
２
０
２
５
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
た
近
畿
大
学
。
医
学
部
は
、
11
月
、

大
阪
狭
山
市
か
ら
堺
市
南
区
の
南
海
泉

ケ
丘
駅
近
く
に
移
転
し
ま
し
た
。

　「
医
学
教
育
の
標
準
化
が
進
む
中
、

本
学
も
日
本
医
学
教
育
評
価
機
構
の
認

定
を
受
け
、
明
確
化
し
た
目
標
（
ア
ウ

ト
カ
ム
）
に
着
実
に
到
達
す
る
た
め
の

仕
組
み
を
導
入
。
知
識
・
技
能
だ
け
で

な
く
、
態
度
面
で
も
個
別
の
的
確
な
評

価
を
進
め
ま
す
。
倫
理
観
と
責
任
感
を

備
え
た
良
い
医
師
と
な
っ
て
、
地
域
社

会
や
国
際
社
会
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
」

1. 医学を志し、そのために必要な強い意思と高
い理想を持つ人
2.  医学の課程を学ぶために十分な基礎学力と
継続的学修姿勢を備える人
3. 自ら課題を発見し、解決していく意欲にあふ
れる人
4.  奉仕の精神と協調精神に富む人
5. 倫理観と責任感に富む人
6. 医療を通じて地域社会、国際社会に貢献する
意欲のある人

駿台梅田校医学部専門校舎 専任講師（英語）・
北川健太郎さん（左）と近畿大学 医学部医学科
1年生・宮田詩さん（右、大谷高等学校出身）

アドミッションポリシー
医学部

　近畿大学に通う駿台梅田校卒業生の宮田詩さ
んと専任講師の北川健太郎さんが、同校舎の学び
を話してくれました。
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【英語】
記述式はなくマーク式のみ。問題量が多く、難易度も
高い中でスピードが求められます。難しい単語も立ち
止まらず読み進める必要があり、時間配分や解く順序
の戦略も重要に。過去問で十分慣れておきましょう。

【数学】
範囲に数学Ⅲが含まれないのが特徴で、図形問題が
多い点に注意しておきましょう。マーク式で記述は不
要ですが、スピードが大切。英語・理科と比べて、得
点源にしやすいといえるでしょう。

【化学】
理論・有機・無機がバランスよく出題されます。難易
度はさほど高くないもののの、計算量が多いのが特徴。
細かな数値を最後まで合わせる意識で一般的な演習
問題を解き、情報処理力と計算力を養うのが大切。

専任講師に聞く  入試傾向と対策

1. 医師となることについて明確な目的と情熱を持
っている人
2. 医学教育プログラムに対応できるしっかりとし
た基礎学力を有する人
3. 豊かな教養と人間性を有する人
4. 病める人に対する思いやりを持ち、痛みに共感
できる感性を持つ人
5. 自己犠牲の精神と社会に奉仕する精神を持つ人
6. 常に努力を怠らない強い向上心を持ち、自ら進
んで学修し、生涯にわたって自己啓発・自己学修・
自己の健康増進を継続する意欲のある人

アドミッションポリシー
医学部

他
学
部
と
協
働
、

国
際
基
準
の
医
学
教
育
を
目
指
す

兵庫医科大学
Inte
rvie
w

医学部長・医学研究科長 石戸 聡さん

│
次
世
代
の
研
究
医
・
臨
床
医
を
育
て
る
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

の
２
年
生
以
降
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
更

新
し
て
い
ま
す
」

　
試
験
は
多
い
も
の
の
、
学
生
同
士
が

協
力
し
て
乗
り
越
え
る
雰
囲
気
が
あ
る

の
だ
そ
う
。
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
、
臨

床
教
育
統
括
セ
ン
タ
ー
が
、
医
師
へ
の

道
を
細
や
か
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

と
向
き
合
い
、
目
指
す
姿
を
考
え
て
進

路
を
選
択
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

か
ら
導
入
。
段
階
に
応
じ
て
、
薬
学
部
・

看
護
学
部
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

部
の
学
生
と
の
Ｉ
Ｐ
Ｅ
（
専
門
職
連
携

教
育
）
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　「
臨
床
実
習
で
は
、
医
療
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
役
割
を
担
う
、
診
療
参
加

型
の
ク
リ
ニ
カ
ル
・
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ

を
取
り
入
れ
、
こ
の
実
習
で
も
他
学
部

の
学
生
と
協
働
す
る
機
会
を
拡
充
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
４
年
生
か
ら
の
臨

床
実
習
期
間
を
長
く
と
れ
る
よ
う
、
今

　
自
主
性
を
尊
重
す
る
同
大
学
な
ら
で

は
の
研
究
医
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。「
２

年
生
冬
か
ら
研
究
室
に
所
属
し
、
一
部

授
業
は
配
信
動
画
で
自
由
に
自
学
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
研
究
を
後
押
し
し

て
い
ま
す
」

　
26
年
度
入
試
で
は
、
総
合
型
選
抜
に

エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
入
試
を
導
入
。
学

費
の
約
半
額
を
奨
学
金
と
し
て
貸
与

し
、
次
世
代
の
外
科
系
医
師
の
養
成
に

力
を
入
れ
始
め
ま
し
た
。

　「
医
師
と
は
重
大
な
責
務
を
伴
い
、

自
己
研
鑽
が
欠
か
せ
な
い
職
業
。
自
分

　
２
０
２
６
年
９
月
に
大
学
病
院
新
棟

オ
ー
プ
ン
を
控
え
る
兵
庫
医
科
大
学
医

学
部
（
西
宮
市
武
庫
川
町
）。
医
学
部

長
の
石
戸
聡
さ
ん
は
「
日
本
医
学
教
育

評
価
機
構
の
基
準
に
沿
っ
た
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
教
育
が
近
年
の
流

れ
。
本
学
も
、
能
動
的
な
学
び
で
学
修

成
果
を
基
軸
と
し
た
〝
ア
ウ
ト
カ
ム
基

盤
型
教
育
〞
に
注
力
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

　
６
人
〜
８
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
議

論
を
重
ね
て
解
決
法
を
導
く
Ｔ
Ｂ
Ｌ

（
チ
ー
ム
基
盤
型
学
修
）
は
、
１
年
生

駿台梅田校医学部専門校舎 専任講師（化学）・
平尾敦さん（左）と兵庫医科大学 医学部医学科
２年生・内田こころさん（右、神戸海星女子学院
高等学校出身）

－授業はどんな風に進むのですか？
平尾　高卒コースは１科目３コマ。１コマ目で教科書レ
ベルでポイントを丁寧に説明、２コマ目で典型的な問
題の演習と解説、３コマ目で少し難しい問題にトライす
るなど、単元ごとに基本から応用までを扱い、しっかり
定着を図ります。
内田　１科目合計３時間ありますが、休憩を挟んでまた
集中できる、メリハリのある授業でした。
－駿台梅田校のよかった点は？
内田　大学別のコースやレベルに合ったクラス編成の
授業で、梅田校ならではの少人数制が自分に合ってい
たと思います。自習室に自分専用の机やロッカーがある

のが便利で、日曜日も通っていました。常駐している先
生方にいつでも質問できるので安心感があり、苦手な
面接は何度も対策をしてもらいました。受験ではメンタ
ルを保ち続けることがとても大切になりますが、その点
でも支えていただきました。
平尾　面接の練習は本番さながらの雰囲気で、複数の
講師の視点でアドバイスします。また、日頃から生徒さん
の話をよく聞き、表情を見て、適切な声かけを心がけて
います。
－後輩へのメッセージをお願いします。
内田　兵庫医科大学はアクセスがとても便利で、ゴル
フ部の活動やアルバイトも楽しんでいます。学内の人た
ちは優しく、最新の医療について学べる環境が整って
います。医学は大変ですがとても面白い分野なので、ぜ
ひみなさんも頑張ってください。

　兵庫医科大学に通う駿台梅田校卒業生の内田
こころさんと専任講師の平尾敦さんが、同校舎の
学びを話してくれました。
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【英語】
マーク式だけでなく記述式もあり、さまざまな形式の
問題が含まれます。和訳・英訳の内容は比較的オー
ソドックスですが、英作文には難しい問題も見られ
るので、日頃から書き慣れておく必要があります。

【数学】
全範囲から幅広く標準的な問題が出題されます。小
問集合を含む計3題と量は少なめですが、大問がや
や難しく、苦手分野が出ると得点を下げることに。焦
らず継続して演習に取り組むことが大切です。

【化学】
無機化学が出ないわけではありませんが、理論化学・
有機化学の割合が高めです。大問１が標準的な問題
の傾向にあるため、難問に挑む以前に、対応できる
問題で確実に得点を落とさないことが重要です。

専任講師に聞く  入試傾向と対策



駿台梅田校開校2年間の
合格実績

第一志望は、ゆずれない。

TEL.06-4397-3910
【お問い合わせ時間帯】 平日・土曜日13：00～20：00/日曜日・祝日10：00～17：00

〒530-0018大阪市北区小松原町3番3号 OSビル（梅田校・受付9F）
［医学部専門校舎］

16名
（防衛医科大学校含む）

国公立大 医学部医学科

旭川医科大
福井大
名古屋市立大
滋賀医科大
大阪公立大
和歌山県立医科大
鳥取大

1名
1名
1名
2名
1名
2名
1名

島根大
香川大
愛媛大
高知大
防衛医科大

1名
1名
2名
2名
1名

22名
（防衛医科大学校含む）

国公立大 医学部医学科

弘前大
福島県立医科大
金沢大
名古屋市立大
京都府立医科大
滋賀医科大
奈良県立医科大
大阪公立大
和歌山県立医科大

1名
1名
1名
1名
1名
1名
1名
1名
2名

大阪大
神戸大
岡山大
広島大
島根大
香川大
高知大
熊本大
防衛医科大

1名
2名
1名
1名
2名
1名
2名
1名
1名

59名私立大 医学部医学科

岩手医科大
東邦大
東海大
金沢医科大
愛知医科大
藤田医科大 

1名
1名
3名
1名
9名
5名

大阪医科薬科大
関西医科大
近畿大
兵庫医科大
久留米大
福岡大

7名
13名
8名
7名
1名
3名

2024年

S U N D A I  U M E D A  2 0 2 6

2023年

※表記の合格者数は、梅田校校内生のみの実績であり公開模擬試験のみの受験生は含んでおりません。
　なお、一人で複数合格している場合も、それぞれ合格者数に含みます。

梅田校  合格実績【2023年開講1年目・2024年開講2年目】

梅田校専任講師紹介、合格実績・合格者の声はInstagramをチェック！

49名私立大 医学部医学科

岩手医科大
東北医科薬科大
獨協医科大
北里大
東海大
金沢医科大
愛知医科大
藤田医科大

3名
1名
1名
1名
3名
3名
5名
3名

大阪医科薬科大
関西医科大
近畿大
兵庫医科大
川崎医科大
久留米大
福岡大
産業医科大

2名
4名
8名
8名
1名
2名
2名
2名




